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2010年5月30日

第83回五月祭

弥生講堂一条ホール

11:00の部 14:00の部

五月祭突撃特別セミナー

地球の農学
東京大学

大学院農学生命科学研究科
農学国際専攻 国際情報農学研究室

溝口 勝

農業ICT

• 問題意識
– 地球規模の食料問題の解決

食の安全・安心の確保– 食の安全・安心の確保

– 農地の適切な管理システム

→ 農業に対する正しい理解

• 目標
– ICT技術を積極的に農学/農業分野に導入

食料生産 地球環境保全 日本農業に貢献– 食料生産、地球環境保全、日本農業に貢献

• 方法
– ユビキタス農地情報モニタリング
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農学と情報
21世紀の食料問題解決への挑戦

• 作物の栽培可能性予測• 作物の栽培可能性予測

– 品種別の栽培可能性

– 地球温暖化による影響

• 食の安全・安心の確保

イネの栽培可能性予測シミュレータ

食の安全 安心の確保

– 生産現場の見える化

– 生産と消費現場のコミュニケーション

携帯で見えるタイのほうれん草

イネの栽培可能性予測シミュレーター
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DIAS
• 国家基幹技術 (2006‐2010)

• データ統合・解析システムデ タ統合 解析システム
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Group on Earth Observations (GEO)
The Ten Year Implementation Plan for
Global Earth Observation System of Systems (GEOSS)

National Key Technology
The Third Science and Technology Basic Plan

Council for Science and Technology Policy (CSTP)

Earth Observation Data Integration and Fusion Research Initiative

(EDITORIA) 

Observation Convergence

Graduate School of Engineering 
Graduate School of Agricultural and Life Sciences 
Ocean Research Institute

Institute of Industrial Science
Center for Climate System Research 

Center for Spatial Information Science

Data Infrastructure
and

I bili

Numerical Simulation & 
Prediction Model Outputs
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DIAS農の位置づけ

社会・国民の関心
安全安心な食 日本の農業のあり方安全安心な食，日本の農業のあり方

第３期科学技術基本計画の基本理念
社会・国民に支持され、成果を還元する科学技術

「科学技術による地域活性化」
「新たな農林水産政策を推進する実用技術開発」

環境分野

農業に関係する “出口”と実感できる科学技術
・安全安心で，安定（AAA)供給可能，環境にやさしい農作物生産管理技術

GEOSS ・温暖化
・水循環
・生態系
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DIAS農：アウトリーチ活動

データ統合・解析システム（DIAS)

溝口勝1・二宮正士1,2・石郷岡康史3

農

H21年度成果報告

DIAS農
1 東京大学大学院農学生命科学研究科(UT)
2 農業・食品産業技術総合研究機構(NARO)

3 農業環境技術研究所(NIAES)

9

ＤＩＡＳ農における全体目標

• 地球観測データを効率的に統融合し、農業分野で利
用できるようにする用できるようにする

• 誰でも簡単に知ることができ，政策決定者の判断のよ
りどころになるシステムつくる
– 農業生産管理支援情報

– 地球温暖化による食料生産への影響など

個人農家

政策決定者

10

• 安全・安心・安定的で高品質な食糧供給に役立てる

政策決定者

DIASとして農業分野の“出口”を示す
10
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イネの栽培可能性予測シミュレーター
気温と日射量のデータから、100 km グリッドでイネの品種別栽培可能性・潜在収量を予測

• SIMRIWによる収量予測

– イネの品種ごとに判定

• 降水量が十分にある条件

– 年間降水量300mm以上を対象

• 全球１度グリッドのデータセット

– 1995年のデータ（沖研@東大生産研） 11

特徴

・毎日の気象を入力して、
日々の発育ステージを計算し、
葉面積やバイオマスの生長動
態と可能収量を予測する態と可能収量を予測する。

・水稲の品種と田植日を指定
するだけで、気象データから
収穫日や収量を予測できる。

・モデルには、品種ごとに異な
るパラメ－タが必要である。こ
のため、あらかじめ圃場試験
や人工気象室等の実験値か
らパラメ－タを求めなければ
ならな

http://www.env.go.jp/earth/suishinhi/jpn/sympo/h18sympo/Yokozawa.pdf

ならない。

・モデルで予測される収量は、
雑草や病害虫等が無く、最適
条件で栽培された場合の潜在
収量。ただし、日本の水田の
ように技術的水準が揃ってい
る場合は、潜在収量と実収量
はほぼ比例関係にある。

12
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品種選択

シミュレーターの操作画面

温暖化パラメータ
（気温・CO2）

最大収量
（色で区別）

13

温暖化の影響

北限が移動

イシカリ
（寒さに強い品種）

14
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品種による違い

コシヒカリ

地中海周辺で収量期待

コシヒカリ

イシカリ
（寒さに強い品種）

15

地域別
コシヒカリ

100 km グリッドで
栽培可能性を判定

16
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最適品種の表示

最大収量が期待
できる品種

17

降水量や灌漑水量の考慮

18
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DIAS農の将来展望 １．データセットの使いまわし
２．栽培可能性シミュレータの拡充
３．検証ツールの開発

シミュレータ
検証ツール

栽培可能性予測
シミュレータ

H21年度 H22年度 H23年度以降

改良モデル
水・土壌条件

他の穀物

検証ツ ル

コアシステムコアシステム

地上観測データ群地上観測データ群

GPVGPV予報データ群予報データ群

イネ生育モデル
SIMRIW

東大・生産技術研究所東大・生産技術研究所

生育モデル

他の農作物
生育モデル

モニタリング

モデルパラメータ
推定

・1995年観測値
・１度グリッド

・多年観測値＋予測値
・0.5度グリッド 19

SIMRIWによるイネの栽培可能性予測
（「触れる地球」版）

• 「触れる地球」初の農業系コンテンツ

• 世界初公開
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実演デモ

携帯で見えるタイのほうれん草

• 生産現場の情報に親しむツール開発

• 外国農産物の食の安全性の確保外国農産物の食の安全性の確保
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多国間農産物トレーサビリティシステム構築多国間農産物トレーサビリティシステム構築

• 輸入野菜の生育・加工の現
場と流通過程をモニタリング
する手法の検討

→ 国民に安全な輸入農産物
を提供するプロトタイプモデ
ル開発基盤

• タイのホウレンソウ栽培現場をモニタリング• タイのホウレンソウ栽培現場をモニタリング

• 2007年12月2日現地予備視察
• 2007年12月20日にフィールドサーバ設置
• 2008年12月21日に機器メンテナンス

• http://www.cooplife.jp/horenso/

タイのホウレンソウ栽培現場
モニタリング

2007年12月20日にFS設置
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http://203.159.10.20/weather/ChiangMai/

安全な輸入農産物に関する情報利用実験
生産者と消費者がデータを共有

（２００８）

モニタリングセンサー
（タイほうれん草畑）

情報発見・統合ツール
（喜連川研）

ディスプレイ
（東大農学部食堂）

5% Thailand

Don't know

28%

Food communication

95%

72%

Before (Nov.5, 2008) After (Dec.8‐11, 2008)

利用者の認知度が向上

東大生協食堂の
ほうれん草は
100%タイ産

コンテンツの制作と実証実験（溝口研）
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Connecting Farm with Table

Monitor and the cube (Media Top) is 

set at University Cafeteria to introduceset at University Cafeteria to introduce

“Spinach made in Chang Mai, 

Thailand.”

携帯電話からアクセス
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これから

• バイリンガルの人材育成
– 農業農業
– ICT（情報通信技術）

• ハイテクとローテクの農学
– 日本の農業
– アジアの農業

• Twitterとの連携
– 田んぼのつぶやき
– 畑のつぶやき
– リンゴのつぶやき


